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会長挨拶：岡田 健会長 

今日はエボラ出血熱につ

いて話してみようと思い

ます。 

知っておくべき５つの事 

 ①過去最大規模の流行 

ギニヤ、シエオラレオネ、

リベリアで大流行の一途

をたどっておりこのまま

では人命の損失と経済の

混乱は壊滅的な規模にな

りかねない。この３国は

世界の最貧困国に近く平均寿命はリベリア 60

歳、ギニア５５歳、シエオラレオネ３４歳です。

現在医療インフラが十分できていない国で致

命的な病気を抑制するのがいかに難しいかが

浮き彫りになっています。 

②エボラ出血熱の致死率は 90％に達する事もあ

りますが現在は 70％程度で助かった人達は早

期治療を受けた人の様ですが、現在はワクチン

も治療法もありません。 

③初期症状はマラリヤ、腸チフス、コレラなどと

見分けにくい。 

④ 体液を通じてのみの感染である。 

⑤エボラウィルスは空中浮遊しない、他人に感染

するのは血液、汗、嘔吐物、尿、唾液、精液な

どに触れた場合のみ、又初期の感染力は弱いが

劇症時に強い感染力がある。 

今朝のニュースでは死者が１０１３人になった

事と３国に滞在する邦人の退去を決めたという

事です。それとアフリカ最大都市ナイジェリアの

ラゴスで感染者と死者が出たという事です。 

日本でも関東中心にデング熱が広がっていると

いう。東南アジアや中南米で流行している。 

通常１週間位で治るが重症化すると治療法がな

本日の行事：卓話「雑感」      

 

◆本日の出席：６８名中３７名    

◆先々週の出席率：６７名中５９名 88.06％ 

         （前年同期 74.65％） 

◆７月の出席状況： 

会員数６７名・例会数４回 

     平均出席率 86.19％ 

     前年同月 77.82％ 

        

◆先週のメークアップ（敬称略） 

 ８月１１日三条南ＲＣ   米山忠俊 

          中條耕二、田口実仁佳 

          本間建雄美、小林繁男            

     

 

ロータリーの友８月号紹介 

横組み 

８頁「盛り上がっています！クラブ同好会」 

２８頁「ロータリー希望の風奨学金」 

３２頁「ロータリー米山記念奨学事業の 

基礎知識」 

３４頁「新会員推薦者の為の 

認証プログラム」 

縦組み  

９頁「わがまち・・そしてロータリー」 

１４頁「クラブの会員」 

 

 

    

　　2014-2015年度 
　　国際ロータリー会長：ゲイリーＣ.Ｋ.ホァン「ロータリーに輝きを」

　　第２５６０地区ガバナー：佐々木昌敏　「ロータリーは、あなた自身から」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－Ｙｏｕ are Ｋｅｙ－

三条北ロータリークラブテーマ「ロータリーライフを楽しみましょう」
　例会日：火曜日12：30～13：30

　例会場：三条ロイヤルホテル　℡34-8111

ＳＡＡ ：金子太一郎 　事務局：三条市本町3-5-25三条ロイヤルホテル内

　ＴＥＬ：0256-35-7160　　FAX：0256-35-7488
ＨＰ：http://www.sanjo-nrc.org ＡＤ：north@sanjo-nrc.org

例会日　２０１４．８．１２ 　　　　　　累計№１３２６　　当年№６

会　長：岡田　　健　　　　　　　　　　
幹　事：外山　裕一　　　　　　　　　
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く危険です。媒介するのはこの辺にいるヒトスジシマカです。これは温暖化の一現象の様な気がし

ますが世界が何か暗雲に覆われている様な不気味な物を感じるのは私だけでしょうか？  

 

幹事報告：外山裕一幹事 

・菊池ガバナー補佐より ＩＭ開催のご案内 

     日時 9 月 20 日(土) 14：30～ 

     会場 ジオ・ワールドＶＩＰ 

・地区補助金管理委員会より 補助金決定の通知 

     今年度社会奉仕事業に対して補助金として＄５,１５０が決定しました。 

・米山記念館より 賛助会員登録及び１００円募金協力のお願い 

 

委員会報告 「ロータリーの友８月号」紹介 雑誌委員会 

毎月、皆さんから「ロータリーの友」を読んで頂きたいと思いこの壇上に立たせて頂いております。

よろしくお願い致します。 

横組み ８頁「盛り上がっています！クラブ同好会」佐々木ガバナーは会員増強というお話をされ

ましたが、同好会を通して会員増強をしましょうという記事です。 

２８頁「ロータリー希望の風奨学金」ロータリー東日本大震災青少年支援連絡協議会の取り

組みと報告です。 

３２頁「ロータリー米山記念奨学事業の基礎知識」当クラブでも吉田委員長が毎回、豆知識

ということでお話されていますが目を通して見て下さい。 

３４頁「新会員推薦者の為の認証プログラム」がスタート 

縦組み ９頁長崎県佐世保市の商店街の取り組み 

   １４頁「クラブの会員」と題して２０１３年手続き要覧の３５歳未満の入会金、会費が免除

できるという内容についての意見が載っています。 

                            （手続き要覧は事務局にあります） 

 

＊＊＊＊＊ロータリー財団ボックス１２日現在累計１２８,０００円＊＊＊＊ 

 

＊＊＊＊＊米山奨学ボックス１２日現在累計１８４,０００円＊＊＊＊＊ 

大野 新吉君 米山テーブルに座りました。委員長、副委員長欠席で森委員さんが頑張っていらっ

しゃいます。今日１２日は妻の命日、又お盆が来ました。悲しみをこらえて!! 

羽賀 一真君 ここ数日は涼しいですが何時もお盆明けの残暑のほうが厳しいですね。 

樋口 金占君 ＢＯＸに協力 

森   宏君 委員長、副委員長の代理、勤めさせて頂ました。ご協力ありがとうございます。 

 

＊＊＊＊＊ニコニコボックス１２日現在累計１７２,０００円＊＊＊＊＊ 

岡田 大介君 しばらくお休みをいただきましたがやっと元気になりました。皆様よりご心配を頂

き有難うございました。森先生お世話になりました。食べ過ぎには注意致します。 

石川 一昭君 日本文理高校ガンバレ!!渕岡プログラム委員長の卓話感謝!! 

石川 友意君 渕岡プログラム委員長の卓話に感謝して!! 

岡田  健君 渕岡さん久しぶりの卓話楽しみにしております。 

柄沢 憲司君 協力します。大橋さんに！ 

樋口 金占君 ＢＯＸに協力します。 

高橋 彰雄君 ボックスに協力 
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大橋 政雄君 ボックスに協力 

 

＊７月コメント賞は羽賀一真会員です。 

 

本日の行事：卓話「雑感」   プログラム委員会 渕岡 茂委員長 

本年度、プログラム委員長

の渕岡です。今年度のプロ

グラム作成に皆様の協力

をお願いします。年末、年

始以降にまだ行事予定が

空欄の例会があります。ぜ

ひ声がかかりましたら、卓

話の協力をお願いします。 

 今ほど、会長よりエボラ

熱流行の話がありました。私も先週、往復 40

時間かけて、ロサンジェルス経由トロントに展

示会参加で出かけてきました。途中、汗をかい

たり、冷房が強かったりで、トロントについて

のどが痛く、しばらく熱気味で思い通りになら

ず、不安でした。皆様もこの時期あまり海外や、

不安なところには出かけないほうがよさそうで

す。 

 昨日、三条金物組合の交流ゴルフがありまし

た。30 歳、40 歳の若手の方々に混じりプレー

をしました。思い起こせば 25 年前 35 歳の頃、

北クラブで群馬の妙義山のゴルフ場に出かけ、

わけもわからず握りまして、大枚が飛んだ記憶

がよみがえりました。その後、分をわきまえ握

りません。そのお返しと思い、昨日は頑張りま

したが相変わらずの保健体育的ゴルフで終わり

ました。  

さて弊社は大正 7 年、初代渕岡亀太郎が柏崎よ

りのれん分けにより、三条市内の金物卸店に光

明山の砥石山の切り出し権利を得、名称“五十

嵐砥”として販売がスタート。 以下に記しま

す。    

昭和 28 年 （１９５３）淵岡砥石株式会社設立。 

第一期売上高 27,109 千円、 

当期利益 2,329 千円でスタート 

（資本金 250 万円、社員数 9 名）。 

・トラック購入を 3 か月検討後購入 90 万円也 

（S３３） 

・二階建て倉庫を建設。砥石在庫を拡大のため。 

昭和 38 年（１９６３）石材機械の実演会開催 

産業機械化のスタート 

・米国 GE 社がダイヤモンド工具の高性能化に

着手。石材加工技術のダイヤモンドがのちに

自動車産業発展に貢献 

・３８豪雪。 

・第一回三条産業機械見本市に出展 

昭和 40 年企業買収にて、秋田営業所開設。  

のちに秋田支店とする。 

昭和 48 年（１９７３）高度経済成長スタート、

オイルショック。 

札幌営業所開設 

・先代逝去により 

渕岡茂（２６）代表取締役社長、 

島田幸広氏（２８）代表取締役専務でスタ

ート 

昭和 60 年 三条北ロータリークラブに入会。32

歳。出張業務が多く、青年会議所の経験もな

く、少しは地元の方々と交流をしなさいと進

められ参加。 

平成 4 年 （１９９２）平成 2 年に見附工業

団地に進出。（株）フチオカに社名変更。 

 ・国内空洞化に歯止めがかからず売り上げ減

少・・バブル崩壊 

平成 7 年 岩手県にて大型倒産に遭遇。石材業

界に中国生産シフトの前触れ。危惧し、企業

診断行う。工業部門強化（県外対応）に特販

部開設。 

 ・販管費削減諸策実施。 

役員報酬、賞与カット（H９） 

平成 10 年〈第 45 期〉創業来初の赤字計上  

（赤字は１期で解消す）   

平成 14 年（２００２）低成長時代に突入する。 

 ・介護事業スタート（H１３）  

 ・H15.10.三条市倫理法人会に入会 

 ・H16.7.１３中越大洪水に遭遇       

・幹部クラスの配置転換の実施（H１８） 

平成 20 年（２００８）リーマンショック 

 ・受注設備のキャンセルが相次ぐ 

 ・倫理研究所の指導の通り、“苦難福門”で乗

り切る。 

平成 23 年（２０１１）３．１１東日本大震災、

福島原発事故発生 

 ・東北地区ユーザーの岩手県内半数が被災工

場流出 

平成 27 年（２０１５）消費税１０％（？）大不

況へ突入か？？？ 
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石材業界は少子高齢化により墓石需要が大幅に

減少。日本石材産業協会では、この現象を食い

止めるため、文部省、厚生省に意見書を提出。

お彼岸、お盆には、家族で墓参りを推奨し、お

墓の意義を孫、子に伝える必要が大。お墓離れ

を阻止する策に。弊社は、この業界でモノづく

りが高まりませんと大変困りますから、率先し

て国内空洞化を阻止するべく取り組み中。 

 08 年リーマンショック時の 80％の業界指標。

研削砥石 500 億円、ダイヤ工具 1000 億円、工

作機械 1 兆 3000 億円。メーカー販売が４０％。

商社販売が 60％の現状。 

砥石販売の業界も減少の傾向。後継者育成が急

務であります。弊社も後継者に将来の期待を託

すため、現在、新市場開拓、商品開発そしてグ

ローバル経済に対応できるよう国際通を育成中。

               

【毎月２５６０地区発行】 


